
 

夢・目標をもつことの大切さ 
～ 後期始業式校長講話より ～ 
後期始業式で、次のお話をしました。 

みなさんは、後期にがんばりたいことを考えてい

ると思います。後期の目標です。成長するには、しっ

かりと目標をもつことが大切になります。こうなりた

いという自分をイメージするのです。つまり目指す

方向を決めるのです。今日は、「夢や目標」をもつこ

との大切さについて話します。 

 「後期の目標を決めている人！」たく

さん手が挙がりましたね。（挙手した人

を指名すると）「あいさつをがんばり

たいです。」「話をしっかり聴きたい

です。」（生活面や学習面について発表

することができました。） 

次に、「将来の夢がある人！」これ

も大勢の手があがりましたね。（指

名すると）「サッカー選手になりた

い。」「宇宙飛行士になりたい。」な

ど・・・・ 

このように目標がきちんときま

っていないと、自分から行動できなくな

り、先生や親からいちいち指図されて、しかたなくや

るようになります。言われてやるか、自分から進んで

やるかは大きな差があります。 

本校の学校教育目標は、「夢を持ち 自ら考え 

よりよく行動できる児童の育成」です。 

夢や目標がある人は、それに向けて努力ができる

と思います。夢や目標が高ければ高いほど、たくさ

んの時間をかけて、勉強や練習をしなければなりま

せん。時間は、みなさんに平等に与えられています

が、その使い方については、それぞれ違います。でき

ればその時間を有効に使って、たくさん勉強したり、

練習したりしたいものです。 

世の中には一流と言われる人達がいます。例えば、

メジャーリーグでホームラン王をとった大谷翔平選

手などは、一流と言われる人です。一流と言われる

人達は、やっぱりたくさんの時間を使って練習をし

ています。そのことを証明した人がいます。エリクソ

ンという学者です。エリクソンは「一流の人」と「そう

でない人」の違いについて研究しました。そうすると、

時間の使い方に違いがあったということです。 

一流と呼ばれる人は、７歳から２０歳までに勉強や

練習に費やした時間が、約１万時間。一流でない人た

ちは、約５千時間と約半分の時間だったそうです。 

一流とか天才とか言われている人は、早いうちか

ら夢や目標に向かって、多くの時間を勉強や練習に

つぎこんでいるということです。また、そのがんばる

時期が早ければ早いほど効果的だということもわか

ったそうです。 

なるべく早い時期に、たくさんの時間をかけて、

集中して、勉強したり、練習したりすることが大事だ

ということです。 

今、ちょっとやる気がでなくて集中できない人も

いると思いますが、将来の夢や目標を思い描き、こ

こでもうひとふんばりしてみてはどうでしょうか。そ

のためには、勉強や習い事などを自ら進んで楽しん

でやることが一番です。自分がやりたいことや大好

きなことにトライしてください。 

最後に、「後期にがんばりたいことや将来の夢をか

なえるために、自分を信じて、努力をつづけて、夢の実

現に向けて取り組んでほしいと思います。」という言葉

で締めくくりました。 

朝ご飯コンクール入賞 
 朝ご飯コンクールは、「親子で協力して朝ご飯をつ

くりながら、親子のふれあいを楽しむこと」が目的で

す。給食の先生や PTA、地域の皆様にも審査してい

ただきました。ここで、特別賞に入賞した２０名のみ

なさんを紹介します。 

★朝ご飯大賞 ５年２組 大迫奈々さん 
★学校運営協議会長賞  
２年３組 森川かりんさん ５年１組 内田賢吾さん 

★学校評議員賞  

１年２組 大倉旭陽さん ５年２組 馬場千尋さん 

★地域学校協働活動推進員賞 

２年３組 渡邉善十郎さん ６年１組 川田耀介さん 

★ＰＴＡ会長賞  ２年１組 鶴田 彩華さん 

６年２組 中川智世さん ６年４組 原あさひさん  

★校長賞 ２年３組 内田 和花さん 

４年１組 𠮷田ももさん ５年３組 飯干煌大さん 

★教頭賞 ２年４組 岡村篤樹さん 

４年１組 鎌田啓司さん ５年３組 林優花さん 

★学校給食賞 
２年４組 荒木愛奈さん ６年２組 松本莉奈さん 

 ６年２組 矢野寛人さん ６年４組 森川将耀さん 

★その他、入選２９名に賞状を渡しました。 
コメントを読みますと、親子で工夫されている様子が伝わ

ってきました。入賞作品は、多目的室に展示したいと考えて

います。特別賞の２０名には、PTAから副賞として図書券（５

００円分）をいただきました。ありがとうございました。 
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学校行事や子どもたちの学習の様子につきましては 

毎日ホームページを更新していますので、ご覧下さい 
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